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正五角形の頂点を反時計回りに A，B，C，D，Eとし，線分 ACと BDの交点を F，
BDと CEの交点をG，CEと DAの交点を H，DAと EBの交点を I，EBと ACの交
点を Jとする。

(1) 三角形 ABFと三角形 AFHは合同な三角形であることを示せ。

(2) 三角形 ABJの面積と五角形 FGHIJの面積はどちらが大きいか検討せよ。

(3) 星形 AJBFCGDHEIAの面積と，正五角形 ABCDEからその星形を除いた残り
の部分の面積は，どちらが大きいか検討せよ。


